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研究成果の概要（和文）：緑内障は進行すると最終的には失明に至りうる比較的有病率の高い疾患であり早期発
見が極めて重要であるが、早期の段階では自覚症状が乏しく受診が遅れたり、従来からの眼底写真による定性的
な検査では見逃されることがある。光干渉断層計を用いて、緑内障病理の特色のひとつといえる「上下非対称
性」に着目し、早期発見に有用な指標を考案し、国内外の学会発表を経て論文化しその成果を発表した。
また新たな展開として、緑内障所見の表出部位によって分類し、指標を使い分けることで、更に検出能を高める
ことが出来ることを国内学会にて発表した。この成果についても論文化を現在すすめている。

研究成果の概要（英文）：Because glaucoma is common disease which cause blindness at late stage, the 
early detection is very important. However, a lack of symptoms in early stage can delay having a 
medical examination. Also, early glaucoma may be missed during conventional qualitative diagnosis by
 fundus photograph. We devised useful indicators to detect preperimetric glaucoma focusing on ‘
asymmetry’ which is one of features of glaucoma pathology using optical coherence tomography, and 
published a paper about it after domestic and oversea academic conferences presentations. 
As a new development, we did a presentation on domestical academic conference about increasing 
detective ability of early glaucoma even further to use different indices depending on situation 
where glaucoma finding express on fundus. We are pushing the work forward to publish a paper.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
緑内障では、欠損した視野を回復させる方法は存在せず、進行を遅らせることが治療の目的である。そのため早
期発見が極めて重要であるが、初期～中期では自覚症状がほとんどないうえ、眼底写真での定性的評価では判定
医によって判断がばらつくうえ、極早期例での検出能が高くなかった。今回考案した、光干渉断層計による定量
的判定の検出能は、緑内障前段階（前視野緑内障）においても極めて高い。発表論文などによって眼科医の認知
が近年高まっており、今後検診などのスクリーニングにおいても活用が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 
 
緑内障は、40 歳以上の日本人の約 5％が罹患する一般的な疾患で、現在の日本での失明原因第
一位の慢性進行性疾患である。緑内障の進行により失われた視野の回復は望めず、治療により進
行を遅らせることが現時点での治療目的となっている。しかし、患者が自覚症状を訴えて医療機
関を受診し緑内障が発見されたときには、すでにかなり進行しているケースも多く、早期発見早
期治療が重要である。 
加齢は緑内障の発症・進行のリスク因子であることは明らかとなっており、今後きたる超高齢化
社会において、ますますこの疾患の重要性は高まってくる。そのため、早期発見法の探索が急務
であるが、いまだ緑内障の病態には未解明な点が多く、超早期の徴候についても十分に解明され
ているとはいえない。 
 
 
 
 
２． 研究の目的 
 
従来は緑内障の診断は、眼科医による眼底所見の読影と視野障害の確認により行われていた。こ
の診断法は緑内障の病態に即したゴールデンスタンダードであり、その重要性は揺らぐことは
ない。一方で、この方法は非定量的であるため、とくに早期例において検者間の診断のばらつき
や診断の遅れが問題であり、定量的評価が求められていた。近年、光干渉断層計などの光学診療
機器の著しい発展により、緑内障のかなり早い段階での知見が次々と報告され、視野障害が出現
する以前のいわば「緑内障予備軍」ともいうべき病態が明らかとなった。視野障害が現れる前段
階の緑内障は、前視野緑内障と呼ばれ、眼底写真による従来の方法では検出力に限界がある。光
干渉断層計は、眼底写真と同様に比較的簡便に短時間で非侵襲的に行える検査であり、現在では
光干渉断層計は緑内障診療においてなくてはならない診療機器となりつつある。 
われわれは、光干渉断層計で得られる所見で、黄斑部網膜内層の「上下非対称性」について着目
し、調査を進めてきた。一般的に、緑内障性変化を生じた視神経乳頭では，陥凹の拡大は乳頭の
上下方向どちらかにより強く生じるが、上下非対称性の検出は、この緑内障早期の特性を利用し
定量化した方法であり、シンプルでかつ理にかなっている。図のように光干渉断層計で得られた
網膜内層の厚みの上下差を算出することで、厚みそのものを評価につかう従来の指標よりも、早
期で緑内障を発見できる可能性があると考えている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
３． 研究の方法 
 
「上下非対称性」の早期緑内障診断能と他の所見での診断能を統計学的に検討し、この
概念の有用性を確認する。 
また新たな展開として、緑内障所見の表出部位によって分類し、指標を使い分けることで、更に
検出能を高めることが出来ることを国内学会にて発表した。この成果についても論文化を現在
すすめている。 
 
 



 
４． 研究成果 
 
上述したように、光干渉断層計を用いて、緑内障病理の特色のひとつといえる「上下非対称性」
に着目し、早期発見に有用な指標を我々は考案した。この指標をもちいた定量的判定の緑内障検
出能は、緑内障前段階（前視野緑内障）においても極めて高いことが分かった。この成果を国内
外の学会発表を経て海外誌にて論文化、また国内誌の総説にて発表した。そのため、眼科医への
認知が進んできており、今後検診などのスクリーニングにおいても活用が期待される。 
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